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３ 要旨

ワカサギはキュウリウオ科ワカサギ属の魚であり、適応力が高いことから各地で放流が

行われている。ワカサギは従来１年魚とされてきたが、近年は生息地によって複数の年級

群の存在が示唆されていることから、本県の檜原湖及び田子倉湖で年齢調査を実施した。

(1) 親魚の年齢組成

檜原湖及び田子倉湖において５月に産卵遡上するワカサギ親魚をそれぞれ200尾以上

採捕し、魚体重の測定と年齢・雌雄を調査した結果、檜原湖では92.1％、田子倉湖では

92.5％の個体が満２歳魚、残りの7.9、7.5％の個体が満１歳魚とわずかな満３才魚であ

り、両湖でのワカサギの寿命がほぼ満２年であることが分かった。また、雌雄別の平均

全長、平均体重は両湖とも年齢群ごとに差が無く、雌雄で成長に差がないことが判明し

た。

(2) 遊漁対象魚の年齢

遊漁期間は、檜原湖では12～３月の冬季間、田子倉湖では６月から10月の夏季間が主

体である。遊漁期間にワカサギを採集し、魚体重と年齢を調査した結果、檜原湖では12

月には１＋魚(満1歳以上満2才未満)が100％を占めるが、２～３月には０＋魚が45.1～7

2.1％に増加する傾向にあり、１月以降０＋魚が成長し、釣り資源として加入する状況

が解明された。田子倉湖では対象魚は全て１＋魚であった。全長は８月から10月にかけ

て成長するものの、親魚の全長にはおよばず、夏季に釣れる１＋魚が越冬し翌年５月の

親魚となっているとものと考えられた。従来ワカサギは年魚とされ、５月に孵化した稚

魚が成長し、冬季に釣りの対象となると考えられてきたが、両湖では越年した１＋魚が

釣りの主体であることが分かった。
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